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登録登録登録登録・・・・編集編集編集編集 資料資料資料資料のののの検索検索検索検索統計情報取得統計情報取得統計情報取得統計情報取得

分析分析分析分析データデータデータデータ

一般一般一般一般ユーザユーザユーザユーザ
(検索・閲覧)

リポジトリリポジトリリポジトリリポジトリ
(電子化された資料)eSciDoc

他のシステムとの連携
(例：環境放射線データベース)

Web経由でアクセス

直接登録

検索・閲覧履歴の管理も行う

■システム概要

…

分析者分析者分析者分析者（（（（資料作成者資料作成者資料作成者資料作成者））））
(登録)

資料管理者資料管理者資料管理者資料管理者
(電子化+登録)

電子メディア媒体

電子化

電子ファイル 紙媒体の資料

登録

•電子化・目録作成に管理者の労力大
•検索・閲覧が大変

ユーザインタフェースユーザインタフェースユーザインタフェースユーザインタフェース

Web

文書検索システム データ検索システム



紙媒体

�見積り例(業者)
⇒スキャニング（300dpi）：１ページあたり¥7.9
¥7.9×5000ページ＝¥39,500

⇒スキャニング＋OCR処理：１ページあたり¥30
¥30×5,000ページ＝¥150,000

270mm

320mm

450mm

850MB:画像ファイル（スキャン後）
75MB:テキストファイル（OCR後）
認識精度95%

�見積り例(自前)
⇒スキャナ
価格
¥200,000～ ¥800,000程度
処理時間
未定

⇒OCRソフト
価格
¥2000～ ¥ 20,000 （個人用）
¥200,000～350,000（業務用）
処理時間（個人用ソフト使用）
0.9分×5000ページ=75時間（約９～１０人日）

A4サイズ用紙5000ページ（約20kg）収納

■電子化する際に考慮すべき問題

画像ファイル 文字データ化
（OCR）

テキストファイルスキャン

1.電子化にかかる費用

2.効率的に電子資料を扱う方法

�閲覧の効率化。→Web経由（いつでもどこからでも）

�検索の効率化。→資料内容を正確に反映した目録（メタデータ）の作成



■ eSciDoc導入による資料管理者のメリット１

1.省スペース化

2.分析者（資料作成者）に直接登録を行ってもらうことが可能になる

2-1. 電子化・登録作業負担の軽減

分析者 資料管理者

紙資料

分析者

電子ファイル メタデータ

+

紙資料 メタデータ

+

eSciDoc

蔵書DB

従来従来従来従来

電子化電子化電子化電子化
+

eSciDoc

分析者

電子化電子化電子化電子化

資料管理者

電子媒体 メタデータ

+

蔵書DB

紙資料

資料を検索する際に、キーとなる情報。
（例: タイトル, 著者, 概要…）

登録

登録電子化

直接登録



2-2. メタデータ精度の向上

■ eSciDoc導入による資料管理者のメリット２

メタデータメタデータメタデータメタデータとととと検索検索検索検索

HTML形式形式形式形式のののの資料資料資料資料

資料資料資料資料

PDF形式形式形式形式のののの資料資料資料資料

TEX形式形式形式形式のののの資料資料資料資料

- title

- author

- abstract

- keyword

…

メタデータメタデータメタデータメタデータ

○○○○○○○○さんが書いた、
××××××××をkeywordに
含む資料を見たい

・・・・・・・・・・・・
author   =  ○○○○○○○○
keyword = ××××××××

検索条件検索条件検索条件検索条件

分析者分析者分析者分析者のののの方方方方がががが資料内容資料内容資料内容資料内容にににに関関関関するするするする知識知識知識知識があるがあるがあるがある

資料管理者

＞＞＞＞

分析者（資料作成者）

分析者分析者分析者分析者ががががメタデータメタデータメタデータメタデータをををを作成作成作成作成することによりすることによりすることによりすることにより、、、、

メタデータメタデータメタデータメタデータのののの精度精度精度精度がががが上上上上がるがるがるがる

eSciDocはははは他他他他ののののリポジトリシステムリポジトリシステムリポジトリシステムリポジトリシステムとととと比比比比べてべてべてべて、、、、

メタデータメタデータメタデータメタデータのののの定義定義定義定義がががが柔軟柔軟柔軟柔軟にににに行行行行えるえるえるえる

例えば…

・ 資料種別 ( 報告書, 分析データ, …) 

・ どの部署が発行した資料なのか

使用状況使用状況使用状況使用状況にににに合合合合わせたわせたわせたわせたメタデータメタデータメタデータメタデータをををを

定義定義定義定義することがすることがすることがすることが可能可能可能可能

一般ユーザ



■ eSciDoc導入による資料管理者のメリット３

3.初期投資が小さくて済む

・eSciDocは、無料で使用できる

・ソースコードが公開されているので、カスタマイズすることが可能

(公開されているシステムの流用は、開発工数の削減にもつながる )

5.様々な形式のファイルをまとめて管理

・ 音声や映像といったものも、文書と一緒に扱うことができる

論文論文論文論文ののののメタデータメタデータメタデータメタデータ

PDFHTML TEX 映像映像映像映像/音声音声音声音声

1つの論文情報で、複数のフォーマット
のデータを管理することが可能

カスタマイズすることで、
映像/音声データを添付することも可能

4.既に導入実績がある

・ 物質・材料研究機構や Max Planck Society で実際に使用されている

6.登録した資料へのフィードバック

・資料へのアクセス数などの情報が取得できる

⇒公開した資料(分析データ)がどの程度使用されたかを知る目安になる



■ eSciDoc導入による分析者(登録する人)のメリット

1.目的に応じたSolutionがある

eSciDocには複数のSolution(ユーザインタフェース+拡張機能) があるので、

目的に応じてそれらを使い分けることが可能

■ PubMan

・ 分析データや文献を、検索・登録するSolution

・ リポジトリへの分析データ・文献の登録が可能 (メタデータの登録・編集も可)

・ メタデータを使用した、柔軟なデータ検索が可能

■ ViRR

・ 電子化(スキャン)した資料を、ドキュメントの形にまとめるSolution

・ 電子化した資料に、keyword等のメタデータや注釈を付与することが可能

■ FACES

・ 画像データ共有のためのSolution

・ 顔写真の人物の年齢・性別・感情等の情報使用した、ファセット型ナビゲーション

⇒文書形式でない分析データを、コレクション管理するのに使用できる



2. Myページ管理 (検索・閲覧履歴)

・履歴が残るので、資料の検索がしやすくなる。

■ eSciDoc導入によるユーザ(検索する人)のメリット

1.資料を見るために移動しなくてよい

・ネットワークを介して、自分のパソコンで資料を見ることが可能になる

3. メタデータを利用した柔軟な検索



■ eSciDocについて

PubMan (文献情報) ViRR (スキャン資料) FACES (画像)

eSciDoc (基盤共通サービス)

Fedora

リポジトリ管理

Web インタフェース

・ 登録
・ タイトル・本文検索
・ 統計情報
・ 文献情報エクスポート
etc…

・ ログイン認証
・ 検索 (SRU/SRW)

・ 利用者統計情報
・ オブジェクト・所属管理

・ 目次/章/節構造に応じたナビ
・ 複数の専門家による
注釈の付与

etc…

・年齢・感情・性別による検索
・ メタデータ属性
・ ズーミング
etc…

・ アクセス制御
・ 入出力
・ 画像Viewer環境

リポジトリ情報

共通機能の呼び出し
ネットワークネットワークネットワークネットワーク経由経由経由経由でのでのでのでの呼呼呼呼びびびび出出出出しししし
にににに対応対応対応対応しているのでしているのでしているのでしているので、、、、Solutionとととと

共通共通共通共通サービスサービスサービスサービスをををを別別別別マシンマシンマシンマシンでででで動作動作動作動作
させることがさせることがさせることがさせることが可能可能可能可能

Solution

共通 API



■ eSciDocの動作イメージ

PubMan

Jboss (アプリケーションサーバ)

Tomcat

(Webサーバ)

eSciDoc (共通部共通部共通部共通部)
Tomcat

(Webサーバ)

Jboss (アプリケーションサーバ)

Fedora

Tomcat (Webサーバ)

Webブラウザブラウザブラウザブラウザ

SOAP/REST

SOAP/REST

Postgres

eSciDocの設定

リポジトリ情報

HTTP

Webブラウザブラウザブラウザブラウザ . . .

HTTP

Webブラウザブラウザブラウザブラウザ

HTTP



■見積もり（eSciDocカスタマイズ）

⇒ 画面デザイン

⇒ 検索・登録フォーマット

⇒ 統計情報の種類

⇒ メタデータのフォーマット

■検索・登録機能、Myページ、統計情報（Pubman流用） 【3人月】

■編集機能、図面・手書き資料等の電子書籍化、目次などによる構造化（ViRR流用） 【3人月】

⇒ 目次作成

⇒ 画面デザイン

■図面や写真など数値データ以外の検索（FACES流用） 【3人月】

⇒画像View環境

⇒検索フォーマット

⇒画面デザイン

■ ファイル検索⇔データ検索の連携（新規作成） 【1.5人月】

■日本語化（物材研と連携？） 【1.5人月】



■見積もり (システム・DB関連・メンテナンス)

�サーバ価格
SUN SPARC 

Enterprise M3000

2,100,000円

安定性大、サポート付

DELL Precision

T3400

127,470円

DELL PowerEdge

T605 AMD QD 

213,675円

DELL PowerEdge

T610 Xeon

452,450円

処理速度

デ
ー
タ
容
量

普通のPCレベル

� EscidocEscidocEscidocEscidocののののシステムセットアップシステムセットアップシステムセットアップシステムセットアップ作業作業作業作業
⇒インストール作業、各種設定（５人日）

� DBDBDBDBバックアップバックアップバックアップバックアップ
⇒月次、年次のバックアップバッチの作成(ダンプファイルの自動出力機能）
⇒バックアップファイルの外部メディア出力、保持(DVD等へ書き出して外部保存）

� メンテナンスメンテナンスメンテナンスメンテナンス作業作業作業作業
⇒必要に応じたDBチューニング作業
⇒記憶容量の拡張

� トラブルトラブルトラブルトラブル対応対応対応対応（（（（ハードウェアハードウェアハードウェアハードウェア・・・・ソフトウェアソフトウェアソフトウェアソフトウェア))))
⇒バックアップファイルからのデータ復旧等
⇒ハードディスクの換装等

� サーバーダウンサーバーダウンサーバーダウンサーバーダウン対策対策対策対策
⇒無停電電源装置(UPS)の導入(10万円程度)

⇒ Escidocのシステム再セットアップ等

１T


